


写真1　弥生時代の集落が見つかった北側の調査区（北西より）

遺構と遺物　令和２年度からの調査の結果、弥生時代から室町時代にかけての集落に関する
遺構を検出し、それらに伴って、さまざまな遺物が出土しています。

図2　調査区位置図　集落・川など分布図

弥生時代の集落　そのなかで、弥生時代の集落は南北2か所で確認しました。北側の調査区では竪穴建物2棟、南
側の調査区では竪穴建物2棟と河道1条を検出しました（令和3年度調査）。両者の集落は直線距離で約360ｍ隔
たっています。
見つかった建物　今年度の調査では、大戸川に近い北側の調査区で集落が見つかりました。竪穴建物2棟のうち、
竪穴建物3は大型の五角形竪穴建物です。もう1棟の竪穴建物4は、竪穴建物3の北側で見つかった建物です。遺構
の残りが悪く平面形は正確には把握できませんが、方形の可能性が高く、一辺約6ｍの規模が想定されます。
建物の年代　これらの年代は、出土遺物等から，五角形竪穴建物（竪穴建物3）が弥生時代終末期（3世紀前半）、
竪穴建物4が弥生時代後期（2世紀）頃にそれぞれ推定できます。
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写真2　見つかった五角形竪穴建物

五角形竪穴建物（竪穴建物3）　見つか
った五角形建物について説明します。
【平面形・規模】平面形は五角形を呈し
ます。規模は8.1ｍ～8.8ｍ程度を測り、
深さは0.1ｍ程度でした。
【柱穴(はしらあな）】屋根を支える柱を据え
付けた穴が9基見つかりました。いずれ
も直径0.2ｍ～0.3ｍ・深さ0.16ｍ～
0.62ｍを測ります。これらは、おおむね
平面形の角に近い位置で見つかってい
ます。
【壁溝（へきこう）】建物掘方の壁面に沿って
溝が掘られています。規模は幅0.2ｍ～
0.3ｍ、深さ（内側床面を基準）0.7ｍ～

0.12ｍを測ります。南東側の一部には
壁溝が途切れる部分があり、この部分が
入り口であった可能性が考えられます。
【炉】床面の中央で確認しました。平面
形は円形を呈し、直径0.8ｍを測ります。
周囲は熱を受けて赤く変色し、内部には
炭化物が堆積しています。炉の南側には
自然石が1点据えられています。なお、床
面には炉以外に4か所で熱を受けて赤
く変色した部分を確認しています。
【土坑（どこう）】南東側の中央付近で、人為
的に掘られた穴1基を確認しました。平
面形は方形を呈し、その規模は一辺
0.76ｍ、深さ0.56ｍです。内部からは土
器が出土しました。
【整地土】地面を掘りこんだあと、土を埋
め戻して床を作っています。埋め戻した
土の厚さは0.1ｍ程度でした。

図5　五角形竪穴建物　平面図

図4　五角形竪穴建物　復元イラスト
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